
電子情報通信学会主催電子情報通信学会主催
東京大学 産学連携本部協賛

産官学 学会連携シ ポジウ産官学＋学会連携シンポジウム

“我が国のＩＣＴ産業再発展を皆で考え実行しよう！”

産官学 各領域 び学会 立場 何が き ？ー産官学の各領域及び学会の立場で何ができるのか？ー

２０１０年５月８日
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シンポジウムの背景シンポジウムの背景
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日本の将来 （１０年、２０年、３０年後）

厳しい制約 狭い国土
少資源
低農産物自給率
中人口（８～９０００万）
高齢社会高齢社会

高い目標 高い生活レベル
高い教育レベル
高い社会環境
高度なインフラ基盤

米国 中国 イ ド など 大国とど ように競争 共存しながら米国、ＥＵ、中国、インド、などの大国とどのように競争・共存しながら
上記の制約を克服し、目標を達成するのか？

世界が必要とし、かつ容易に追従できない「物・情報・文化」世界が必要とし、かつ容易に追従できない 物 情報 文化」
を創造し、世界に提供していくしか道はない ！
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・ 日本の高度成長期に我が国は「電子立国日本」の標語のもとに電子情報通信
産業は大いなる発展を遂げ、その世界におけるプレゼンスは際立っていた。

・ その過程で電子情報通信学会も学術の発展や人材育成で大きな役割を果たしてきた。

・ しかしながら、バブル崩壊後、この産業分野の世界でのプレゼンスは停滞し、著しい下
降線をたどりつつある。

また 研究開発力 それに基づく技術力は高いにも関わらず ワ ルドマ ケットでの・ また、研究開発力、それに基づく技術力は高いにも関わらず、ワールドマーケットでの
存在が低く、ガラパゴス現象と称される状況にある。

・ 少子化に加えて、若者の理工離れ、さらに電子情報通信分野に対する学生の人気低少子化に加えて、若者の理工離れ、さらに電子情報通信分野に対する学生の人気低
迷が加速し、今後のこの分野の人材確保に赤ランプが灯っている。

・ 高い研究開発力も韓国・中国の追い上げは急であり、また米国、ＥＵは依然として大
資 資 額きな公的資金を研究開発に投入し、さらにミリタリイへの資金投入も巨額である。

・ それに反して、我が国の研究開発への公的資金投入は削減され、企業も研究開発投
資への余裕はなくなってきており ＩＣＴ産業が世界競争の中で生き残る力に大きな懸資への余裕はなくなってきており、ＩＣＴ産業が世界競争の中で生き残る力に大きな懸
念が生まれている。

・ 電子情報学会はこのようなＩＣＴ産業の危機を克服する役割を担うべきであるが、産業
界の学会への期待は急速に薄れてきている。
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日本のＩＣＴ産業の現状
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我が国のＩＣＴ産業の位置づけ我が国のＩＣＴ産業の位置づけ

ＩＣＴ産業は我が国の全産業の約１割を占めるＩＣＴ産業は我が国の全産業の約１割を占める。
（名目国内生産額合計の約１割、約１００兆円）

雇用誘発数 （関連する産業の生産まですべてを含めた生産に必要な雇用数）
ＩＣＴ産業 １７８万人 （２０００年） ⇒ ２８５万人（２０１０年予測）
自動車産業 １７１万人 （２０００年）自動車産業 １７１万人 （２０００年）

現代の社会基盤の 翼を担うＩＣＴは今後益々拡大し それを担うＩＣＴ産業が今現代の社会基盤の一翼を担うＩＣＴは今後益々拡大し、それを担うＩＣＴ産業が今
後グローバルビジネスで生き残れずに縮小することになれば、日本の将来目標を
達成することは不可能になると考えられる。

したがって、ＩＣＴ産業力の強化は日本の今後の発展に不可欠である
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日本の電機・電子産業が直面している課題

• 革新的技術の研究・開発は必要不可欠

• それに加えて勝てるビジネスモデルによる戦略的事業

遂行が必要遂行 必要

妹尾堅一郎
(ダイヤモンド社刊）
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主要情報通信機器の各国シェア（２００５年）

出典：平成１９年度情報通信白書

日本の通信・情報系ベンダの世界でのプレゼンスはほとんどない！
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ＩＣＴベンチャー企業が育たない日本

9 総務省資料より



２０１０～２０２０年代に生じる ICT社会基盤のパラダイムシフト

Cl d C ti Server ‐ Client Cloud Computing 
& P2P Model

(I)

Internet(C)

New Generation Network
over post‐IP

Internet 
+NGN over IP

over post IP
(I)コンピューティングシステム、と (C)ネットワーキングシステム、
の双方にパラダイムシフトが生じようとしているの双方にパラダイムシフトが生じようとしている。

これに日本のＩＣＴ産業が対応できないとワールドこれに日本のＩＣＴ産業が対応できないとワ ルド
ビジネスでは生き残れない！ 10



欧米のＩＣＴ関連予算の状況

ＥＣ ＦＰ７ Program 予算
（２００７年～２０１３年）

米国のNITRD 予算
NITRD: Networking and Information  

社会経済科学と
人文科学€ 610

運輸
（航空を含む）€ 4180

宇宙
€ 1430

安全
€ 1350

健康
€ 6050

食料、農業及び
バイオ € 1935

「協力」の予算配分 （単位百万ユーロ）
社会経済科学と
人文科学€ 610

運輸
（航空を含む）€ 4180

宇宙
€ 1430

安全
€ 1350

健康
€ 6050

食料、農業及び
バイオ € 1935

「協力」の予算配分 （単位百万ユーロ） Technology R&D

2010年予算 ４８億ドル（約４５００億円）

１３機関に対する総額 （ＮＳＦ，ＮＩＳＴ，ＮＡＳＡ、
ＤＯＥ、ＤＡＲＰＡ、など）

エネルギー
€ 2300

エネルギー
€ 2300

ＮＳＦのＩＣＴ Ｒ＆Ｄ 予算 １２．９億ドル
（約１２００億円）

情報通信技術
€ 9110

ナノテクノロジー
€ 3500

環境
気候変動を含む € 1800

情報通信技術
€ 9110

ナノテクノロジー
€ 3500

環境
気候変動を含む € 1800

情報通信技術への予算が最大

ＧＥＮＩ： スパイラル１ ⇒ スパイラル２
ＦＩＮＤ： ⇒ ＦＩＡプログラム

３０００万ドル／３年情報通信技術への予算が最大
９１億ユーロ （約１兆円）／７年間

３０００万ドル／３年
２～４プロジェクト

日本： ２１年度 ＩＣＴ戦略重点科学技術 予算 約４８５億円／年
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日本： ２１年度 ＩＣＴ戦略重点科学技術 予算 約４８５億円／年
（ネットワーク、ロボット、ソフト、コンテンツ、ＩＴセキュリティ、半導体、ディスプレイ・ストレージ）

（除く スーパーコンピュータ ：１９０億円）



電子情報通信学会の現状電子情報通信学会の現状

12



電子情報通信学会の概要
 沿革

 明治４４年（１９１１年）５月に逓信省電気試験所第２部に作られた「第２部研究

会 体に 大正６年（１９１７年）５月に「電信電話学会 創立会」を母体に、 大正６年（１９１７年）５月に「電信電話学会」創立。
 「電気通信学会」、「電子通信学会」を経て、昭和６２年（１９８７年）１月に

「電子情報通信学会｣に改称電子情報通信学会｣ 改称

 目的および事業 （定款より）

 本会は，電子・情報・通信工学に関する学問，技術の調査，研究および知識の

交換を行い，もってこの分野の学問，技術および関連事業の振興に寄与すること

を目的とする。

 事業
 イ．機関誌の発行

 ロ．電子工学および情報通信に関する講演会，討論会，講習会および見学会等の開催

 ハ．電子工学および情報通信に関する学術の調査研究

 ニ．電子工学および情報通信に関する用品の規格および標準の制定

 ホ．電子工学および情報通信または関連事業に関し功績ある者の表彰

 へ．電子工学および情報通信に関する学問，技術の奨励および普及事業

 ト．電子工学および情報通信に関する専門図書および雑誌の刊行
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電子情報通信学会の主な事業電子情報通信学会の主な事業

 機関誌の発行
 電子情報通信学会誌の発行：約３ ３万部／月 電子情報通信学会誌の発行：約３．３万部／月
 和英論文誌の発行：４つのソサイエティ毎に和文、英文の計８種、

毎月オンラインジャーナルで公開、総頁数は約２万ページ
英文論文誌への海外からの投稿数は５割を上回る英文論文誌への海外からの投稿数は５割を上回る。

 ソサイエティ毎にソサイエティ誌、マガジン、ニューズレター等を発行

 研究・開発成果等の発表、議論の場の提供研究 開発成果等の発表、議論の場の提供
 総合大会：毎年３月中旬、全学会での発表会、発表件数は約3,000件
 ソサイエティ大会：毎年９月中旬、ソサイエティ毎あるいは合同発表会
 研究会：約70の研究専門委員会が逐次開催 約500回開催／年 研究会：約70の研究専門委員会が逐次開催、 約500回開催／年

（研技報 ： 国会図書館での閲覧数 ⇒ 次ページ参照）

 国際化に関連する事業 （英文論文誌の国際化促進に加えて）国際化 関連する事業 （英文論文誌 国際化促進 加えて）

 海外会員数：約3,000名 海外正会員が全正会員の１割を占める。
 海外セクション制度：８セクション（バンコク、北京、上海、シンガポール、韓国、等）

 総合大会での特別セッション：海外セクションの電子通信事情（各代表より）
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 総合大会での特別セッション：海外セクションの電子通信事情（各代表より）
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国会図書館の遠隔複写申し込み数国会図書館 遠隔複 申 み数
ランキングで電子情報通信学会
研究会の技術研究報告が断トツの１位！

国会図書館の物理閲覧サービス６ヶ月
アクセス上位ランキング でも第５位 ！

トップ１０では技術研究報告以外はすべて
朝日、読売、日経などの全国紙、
ポ ツ新聞 有価証券報告 週刊誌なスポーツ新聞、有価証券報告、週刊誌な

どでトップ２０位までに学術出版物は「研
技報」が唯一！

小澤弘太、中島幸子、”科学技術関係逐次刊小澤弘太、中島幸子、 科学技術関係逐次刊
行物の遠隔複写サービスにおける利用動向”
参考書誌研究、第６９号、２００８年１０月、
より抜粋
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会員数の動向電子情報通信学会 会員数の動向

正員34,687名

学生会員 3,688

企業所属 25 565名
正員34,687名

学生会員 3,688

H12年度 ３８５６５
企業所属 25,565名

正員34,687名

海外会員190名

12年度
企業所属 25,565名

海外会員190名

H12年度 ３８５６５

正員27 353名
正員27,353名

年度

企業所属 15,773名

正員27,353名

学生会員 5 083名

海外会員2,799名20年度 企業所属 15,773名

員 , 名

学生会員 5,083名 海外会員 2,799名

H20年度 35235

学生会員 5,083名

・ 企業の正会員数は８年間で“１万人”も急減

・ 大学に在籍する正会員数は増加・ 大学に在籍する正会員数は増加
・ 学生会員は約百数十名／年の割合で増加
・ 海外会員も、急増している。

12 電子情報通信学会資料より



電子情報通信学会の財政状況

＜収支の推移＞
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【単位】
百万円

収支差
91

収支差
17 ＜正味財産の推移＞
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① の減少は、正味財産の表記法の変更による。
（職員退職給与引当金を「負債」とし、正味財産に含めない）

・ H17年度～：研専剰余金の計上（H20年度：約90百万円）
・ H18年度～：有価証券の時価評価への変更（H20年度：約21百万円）

H17年度：ソサイエティ独立採算移行検討、翌年から本格化
H18年度：論文誌のオンライン化の本格実施により、年間約80百万円

の論文誌作成費用の削減
H19年度：会費前納制導入

・ H20年度 ：国際会議繰越金の計上（約25百万円）

・現在の学会の財政状況は健全
・今のうちに抜本的改革を行う時期

H19年度：会費前納制導入
H20年度：会計基準の変更に伴い、総合大会２回分を計上

・今のうちに抜本的改革を行う時期
H17年度からソサイエティ独立採算化、経費節減等、各種施策により、黒字決算が続き、正味財産は
毎年約１億円強の増加

・論文オンライン化（冊子体のオプション化）、会費の前納制導入、経費削減、等
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本日本のＩＣＴ分野の再発展にむけて

１．産業界は何をすべきか ？

２．大学は何をすべきか ？

３．政府・省庁は何をすべきか ？

４．学会は何をすべきか ？
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基調講演 内藤正光総務副大臣基調講演 内藤正光総務副大臣

パネリスト

西尾章治郎氏

野間口有氏 宇治則孝氏 宮原秀夫氏 河内正孝氏河内 孝氏
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許斐勝夫氏 関口和一氏 石井裕氏 青山友紀氏

（モデレータ）（ビデオ）



本シンポジムの様子を映像でご覧いただけます。

映像はNetRushTV (http://www.netrush.jp/）からご覧下さい。

本学会ページはこちらから http://www.netrush.jp/IEICE.html
※講演会映像はWindows media player に対応した動画コン
テンツです。

ブロ ドバンド環境でご覧くださいブロードバンド環境でご覧ください。
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ありがとうございますありがとうございます

21


